
 
 
 
 
 
 
 

第５章 測量・設計 
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１．測量 

（１）測量の定義 

  測量とは、地球表面上の位置関係を定める技術であって、それらの各地点間の距離や高低差、

また、それら各地点間を結ぶ線の方向を測定することが基本となる。 
（２）距離測量 
 １）距離測量の意義 
  （図５－１）において 
    ① Ｂ点から水平面ＡＤに垂線を下ろし、その交わる点をＣとすれば、ＡＣの長さを水

平距離という。 
    ② Ｂ点から水平面ＡＤに下ろした垂線の長さＢＣを、鉛直距離、又は高低差という。 
    ③ 2 点Ａ、Ｂを結ぶ直線の長さを斜距離という。 
     これらのうちで、水平距離が距離測量の基本となるもので、普通われわれが「距離」

というと、水平距離を意味する。したがって斜距離を測ったときは、鉛直角を同時に

測り、水平距離に換算して地図を書いたり、面積を計算したりする。 
 
 

図５－１ 各種距離説明図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）距離測定上の注意 

   ① 巻尺の両端が常に測線の見通し線上にあり、かつ水平に保つこと。 
   ② 巻尺の重みや風等のために、途中が大きくたるんだり曲がったりしないこと。 
（３）水準測量 
 １）水準測量の意義 
   水準測量とは地上の各点の高低差を測る測量をいい、排水設備工事において水準測量は、

前述の距離測量とともに重要な基礎作業である。 
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 ２）水準測量 
   ① 水準測量の原理 
    ある点の高さを知るには、トランシットや気圧計などを用いて間接に測る方法もあるが、

一般的にはレベルと標尺によって高低を直接測る方法がとられる。 
    この方法は、（図５－２）のように 2 点Ａ、Ｂに標尺を立て、レベルでそれぞれの目盛 a

及び b を読み、その差によって高低差（h）を求めるものである。 
 
 

図５－２ 水準測量説明図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

h＝（Ａ，Ｂ間の高低差）＝ａ ― ｂ 
いまＡ点の高さが分かっていれば、（Ｂ点の高さ）＝（Ａ点の高さ）＋ａ ― ｂによりＢ点の

高さを求めることができる。    
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 ② 例題 
   （図５－３）において、まず地盤高のわかっている A 点（地盤高１０．００ｍ）に標尺を

立て、その目盛りを読んだ値が１．５ｍだったとする。次に高さを知りたいＢ点及びＣ点

に標尺を立て、それぞれの目盛りを読んだ結果、Ｂ点では１．２０ｍ、Ｃ点では０．９８

ｍであったとき、Ｂ，Ｃ点の地盤高はいくらか。 
 
 
 ［計算例］ 
   （Ｂ又はＣ点の高さ）＝（Ａ点の高さ）＋（Ａ点の読み値）－（Ｂ又はＣ点の読み値）で

あり、（図５－３）によればＡ点の地盤高が１０．００ｍであるので次によりもとめられる。 
   （Ｂ点の高さ）＝１０．００＋１．５０－１．２０＝１０．３０ｍ 
   （Ｃ点の高さ）＝１０．００＋１．５０－０．９８＝１０．５２ｍ 
   となる。 
    
  
 

図５－３ 標尺の読み 
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２．設 計 
（１）計画下水量 
 計画下水量は、次の各号を考慮して定める 

①汚水管渠にあっては、計画時間最大汚水量とする。 
②雨水管渠にあっては、計画雨水量とする。 
③合流管渠にあっては、計画雨水量と計画時間最大汚水量とを加えた量とする。 

 計画時間最大汚水量は、計画 1 日最大汚水量に時間的変動を考慮して、定める。 
 計画 1 日最大汚水量は、当該地域の公共下水道の算定方法に基いて算定する。 
（２）流量の計算 
 雨水量の算定・・・・Q ＝ １／３６０×C×I×A (㎥/s)    [合理式] 
   C：流出係数       屋    根＝０．９０   空     地＝０．２０ 

（参考値）   道    路＝０．８５   公園・芝生・広場＝０．２５ 
           その他の不透面＝０．８０   勾配の急な山地＝０．５０ 
           水路・田面 ＝１．００    勾配の緩い山地＝０．３０ 
         ※ 地域の実情に応じて決定する 
   

I：降雨強度    I＝４，２３０／（ｔ＋３４） [４５mm／ｈｒ：５年確率] 
  ｔ：流達時間   ｔ＝ｔ1＋ｔ2（min） 
  ｔ1：流入時間   ５    （min） 
   ｔ2：流下時間   L／V    （min） 

L：管渠の延長  （ｍ） 
  V：管内流速   （ｍ/ｓ） 
  A：排水面積   （ｈａ） 
 汚水量の算定・・・・計画汚水量＝計画人口×１人１日最大汚水量 
  １人１日最大汚水量  商業地域＝９３０㍑／人・日 準工業地域＝８４０㍑／人・日 
             住居地域＝７４０㍑／人・日 工業地域 ＝６９０㍑／人・日 
             調整区域＝６００㍑／人・日  
           ※ ただし、事業場排水や営業用汚水量は事業形態別に算定すること 
 
 管渠の流量計算・・・ｑ＝A×V（ｍ3/ｓ） [マニングの式] 
  A：流水の断面積  （㎡） 
  V：流    速  V＝１／ｎ×R2/3×I1/2 （ｍ/s） 
  n：粗 度 係 数 ヒューム管・陶管＝０．０１３  塩化ビニル管＝０．０１０  
  R：径    深   R= A／P（ｍ） 
  P：流水の潤辺長  （ｍ）  
  Ｉ：勾    配 
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（３）流速と勾配 
 ①流速は、一般的に下流に行くに従い漸増させる。 
 ②勾配は、一般的に下流に行くに従い次第に緩くなるようにする。 

③汚水管渠の管内流速は、計画下水量に対して、原則として 0.6～3.0ｍ/s とする。 
④雨水管渠、合流管渠の管内流速は、計画下水量に対して、原則として 0.8～3.0ｍ/ｓとする。 
⑤勾配は、やむを得ない場合を除いて取付管は 10‰以上、下水本管は、上記を満たす勾配とす

る。 

 
（４）管渠の余裕 
 ①汚水管渠は、計画下水量に対して 100％（Φ１５０～６００）の余裕とする。 
 ②雨水管渠、合流管渠は、計画下水量に対して次に示す値で設計する。 
   円形管    満管 
   開 渠    内法高の８割水深かつ３０cm 以上の余裕 
   暗 渠    内法高の９割水深 
 
（５）取付管・公共ます 
  取付管、公共ますの設計、施工は「岡崎市下水道設計基準基準」に準ずるものとする。 
 
（６）排水施設計算例 
 
□ 条 件   敷地面積（６００㎡）の土地の雨水量と汚水量を求める。 
        分流区域 
        用途地域：住居地域 
        計画人口・・・アパート（２Ｆ）8 室：8 室×４人＝３２人 
        汚水取付管：Θ１００ｍｍ 雨水取付管：Θ１５０ｍｍ 
□ 概要図 
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□ 雨水量の算定  Ｑ＝1／360×C×I×A 
           ＝0.0139（㎥／s）      C×A：0.85×0･03＋0.09×0.02＋0.25×0.01 
                        I ：4230／5＋34  
 
□ 雨水取付管 Ｑ=Ａ×Ｖ 
         ＝π×（Ｄ／２）2×1／ｎ×Ｒ2／3×Ｉ1／２ 

            ＝π×（０．１５４／２）２×１／０．０１０×（０．１５４／４）２／3×（０．０１）１／２

＝０．０２１２（㎥／s） 
       ∴Ｑ＝０．０１３９＜Ｑ＝０．０２１２・・・・ＯＫ 
 
□ 汚水量の算定  Ｑ＝３２人×７４０㍑／人・日÷１，０００÷１２ｈｒ÷３，６００ｓ 
           ＝０．０００６（㎥／s） 
 
□ 汚水取付管 Ｑ＝Ａ×Ｖ 
         ＝π×（Ｄ／２）２×１／ｎ×Ｒ２／３×Ｉ１／２ 

         ＝π×（０．１０７／２）２×１／０．０１０×（０．１０７／４）２／３×

（０，０１）１／２ 

         ＝０．００８（㎥／s） 
        ∴Ｑ＝０．０００６＜Ｑ＝０．００８・・・・ＯＫ 
 
□  管の実内径   Θ１００ｍｍ：１０７ｍｍ  Θ１５０ｍｍ：１５４ｍｍ        

Θ２００ｍｍ：２０２ｍｍ 
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３．参考（マニングによる流速・流量表）  
 １）硬質塩化ビニル管 VU（満管流時） 
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 ２）陶管・鉄筋コンクリート管（満管流時） 
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 ３）硬質塩化ビニル管 VP（満管流時） 
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４）U 型側溝（8 割水深時） 
 
 


